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試験の概要

燃焼炎を用いて耐熱性・耐火性・断熱性を評価できます。

燃焼炎を用いた耐火性、断熱性の評価試験

Cat.No 3E3J-148-01-251212

● 自動車分野におけるバッテリーケース等の耐火性、断熱性を評価できます。燃焼試験装置の構成は図１のとおりです。燃
焼条件を表1に、専用ブースを写真1に、試験状況を写真2に示します。

試験例 ： 軟鋼、板厚0.8 & 1.6ｍｍ、サイズ50Ｘ75mm

板厚0.8mm

板厚1.6mm

シャッター開 5分間

試験片表側の温度（接触式）
試験片裏面の炎：1000~1050℃

接触式
熱電対

シャッター

炎

試験片サイズ 300X300mm以下

燃焼炎
温度

～1100℃
(調整可能)

燃焼ガス プロパン

シャッター開（15分間）

図1 燃焼試験装置の構成

表1 燃焼条件

写真1 専用ブース 写真2 試験状況

図2 炎の測温結果

● 炎の測定結果を図2に示します。安定した炎が得
られ、長時間の試験が可能です。

● また、各種分析装置を用いた試験片の損傷評価
を行います。表2に損傷評価項目を示します。

重量変化（はく離のないこと）

温度分布（赤外線カメラ）

組成・組織変化

表面(外観)観察

断面観察と分析

分析：SEM-EDX,
 EPMA, ICP-MS, etc.

シャッター

排気
78m3/hr

バーナー
口径12mm
熱量~1600
（kcal/hr）

150X100mm
試験片

熱電対

表2 損傷評価項目（例）

図3 軟鋼板の燃焼試験（測温）結果




